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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい社会 歴史） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・「スキル・アップ」では、資料の読み取りを通して歴史学習に必要な基礎・基

本的な知識・技能が定着できるように大変適切に配慮がなされている。 

・「活動コーナー」など、歴史的な見方・考え方を働かせて、多角的・多面的に

思考・判断・表現等ができるように適切に学習活動の工夫がなされている。 

・現代社会の諸課題を意識しながら、主体的に社会に関わろうとする資質・能

力を養えるように大変適切に配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き１時間の授業の展開構成になっており、導入、展開、まとめまでの

１時間の学習の流れが分かりやすくなるように適切に配慮がなされてい

る。 

(2) 「探究課題」「探究のステップ」「学習課題」と単元の構成が可視化され、

意欲的に課題解決的な学習ができるように大変適切に工夫がなされてい

る。 

(3) 「みんなでチャレンジ」では、小集団による対話的な活動を促しており、

多様な意見や考えを調整したり、まとめたりすることで主体的に思考を深

められるように大変適切に配慮がなされている。 

(4) ｢身近な地域の歴史｣では｢テーマと問いの設定｣｢調査｣｢考察｣｢まとめ･発

表｣｢ふり返り｣の流れを示しながら社会的な見方･考え方を働かせて調査

し、表現することを通して技能が身に付くよう適切に配慮がなされている。 

(5) 資料部分の背景に色を入れたり二次元コードからの資料に適切に工夫が

なされたりしている。また、デジタル教科書では、｢Google翻訳」「総ルビ･

分かち書き表示」によりユニバーサルデザインに適切に配慮がなされてい

る。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 「導入資料」「学習課題」「本文」「チェック＆トライ」の流れで紙面が構造

化され、学習内容が定着できるように適切に工夫がなされている。 

(2) 「導入の活動」と「まとめの活動」に一体感をもたせ、連続的に課題を追

究しながら学習を進められるように大変適切に配慮がなされている。 

(3) 「まとめの活動」では、多様な思考ツールを活用して事象をまとめ、時代

の特色をつかむ学習が展開できるように大変適切に配慮がなされている。 

(4) 「環境・エネルギー」など、全体の内容を五つのテーマで貫き、現代的な

諸課題を意識した学習が行えるように適切に工夫がなされている。 

(5) 本文に資料番号を付して効果的に資料が活用できるようにしたり、「年表

スケールインデックス」により、歴史全体の中での位置づけが把握しやすく

なるように、大変適切に配慮がなされたりしている。 

(6) 単元末のまとめで評価の３観点のアイコンを示し、学習活動と評価との関

連が分かりやすくなるように大変適切に配慮がなされている。 

４ 全体的な特色 ・資料提示による導入から始まり、問いを追究して課題を解決する構成となっ

ており、生徒の主体的な学習を促すよう、大変適切に工夫がなされている。 

・多様な資料や思考ツールを掲載したり、対話活動などの学習活動を例示した

りして、歴史的な見方･考え方を働かせながら思考を深められるように大変

適切に工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
教育出版（中学社会 歴史 未来をひらく） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・「学習のまとめと表現」HOP！を設け、章全体を振り返り、年表や地図をま

とめる作業を通じて知識・技能の定着が図られるよう配慮がなされている。 

・「学習のまとめと表現」STEP!JUMP!を設け、自ら考察し、集団で表現し合う

活動を位置づけ、思考力、判断力、表現力が育成されるよう配慮がなされ

ている。 

・「学習のはじめに」を設け、当時の人々の暮らしの様子がわかる資料を提示

し、生徒自らが読み取りながら章の見通しをもてるように配慮がなされて

いる。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き 2ページで１時間の授業として配列し、資料→学習課題→確認/表

現という展開で見通しをもって学習が進められる工夫がなされている。 

(2) 毎時間の学習のきっかけや追究となるような資料をふき出しによる問い

かけとともに紹介し、生徒の関心・意欲が高められるよう工夫がなされて

いる。 

(3) 章のはじめに導き出された「章の問い」を軸にして、課題解決的に追究

していくことで、生徒が主体的・対話的に学習できるよう適切な工夫がな

されている。 

(4) 「歴史を探ろう」や「身近な地域の歴史を調べよう」を設け、通史学習

で理解した内容を、視点を変えて捉えなおして社会的事象に対する見方・

考え方を働かせる適切な配慮がなされている。 

(5) 本文や注、図やグラフなどにユニバーサルデザインを採用し、視覚的に

見やすいよう適切な配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 各章では、日本と世界の歴史がバランスよく配置され、時代背景を大局

的に捉えながら学習できるよう単元の適切な配列がなされている。 

(2) 「学習のはじめに」で課題を捉え→「本時ページ」で課題解決→「特設

ページ」で捉えなおして考察→「学習のまとめと表現」で振り返り、整理・

考察するという連続的に追究できるように適切な単元構成がなされてい

る。 

(3) 「歴史の窓」コラムを設け、社会的事象の比較や推移などの「社会的な

見方・考え方」を働かせながら、本文とは違う視点から歴史を捉えなおし、

多面的・多角的に思考できるように適切な配慮がなされている。 

(4) 人権や多文化共生、環境、資源･エネルギー、伝統･文化、情報、防災・安

全、我が国の領土などの社会に見られる諸課題を取り上げ、これらの解決

に向けて社会に参画していく意識・態度を高められるよう配慮がなされて

いる。 

(5) 「まなびリンク」を設け、二次元コードから単元と関係するクイズ､動画､

リンクをいつでも確認でき、個別最適な学びを支援する工夫がなされて

いる。 

(6) 「確認」と「表現」の二項目を学習のまとめてとして設け､1時間ごとに

学習内容を振り返り､知識及び技能の定着が図れるように配慮がなされて

いる。 

４ 全体的な特色 ・単元（章）を通して、「問い」を軸にして、課題解決的に学習を進めること

で社会を読み解き、学び合えるような工夫がなされている。 

・得た基礎的・基本的な知識・技能を活用して、自分の考えを表現したり、多

面的多角的に物事がとらえられるような配慮がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
帝国書院（社会科 中学生の歴史 日本の歩みと世界の動き） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・導入から、学習課題、本文、「確認しよう」「説明しよう」と課題を追究しな
がら知識・技能が習得できるよう配慮が適切になされている。 

・主体的・対話的で深い学びを実践するため、特設ページなど協働的に学習
する場面を設定し、思考力、判断力、表現力等が育成されるよう配慮が適
切になされている。 

・冒頭に「小学校で学んだ出来事」の年表があったり、下部に関連が示され
たりしており、小学校での学習や他分野や他教科と関連させながら、主体
的に学べるよう配慮が適切になされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 中学生の発達段階を考慮して、解説や写真および図版の説明を設け、基

礎的な知識の習得が図られるよう工夫が適切になされている。 

(2) 時代の様子が描かれた「タイムトラベル」「世界とのつながりを考えよう

イラスト編」で、興味・関心を高めながら、気付きや発見を生かして追究

できるように工夫が適切になされている。 

(3) 基本的に見開き 2ページのレイアウトで学習や思考を深められる工夫が

適切にされている。また、ＱＲコードを読み取ることで「個別最適な学び」

を支援する様々なＱＲコンテンツが適切に用意されている。 

(4) 「歴史を探ろう」で、学習内容を具体的に考える場面を設定し、「見方・

考え方」を働かせて思考を深められるように配慮が適切になされている。 

(5) ユニバーサルデザインフォントやカラーユニバーサルデザインを採用

し、見やすさや誤読を防ぐ配慮が適切になされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 各見開きが、本文、資料、側注などが統一され、「導入→学習課題→本文

→確認しよう・説明しよう」という展開で構造化され、学習が展開しやす

くなるよう工夫が大変適切になされている。 

(2) 単元を貫く「章の問い」「節の問い」、各見開きの「学習課題」「確認しよ

う」「説明しよう」、章末の「学習を振り返ろう」と問いが構造化され、連

続的に学習が展開できるよう構成が適切にされている。 

(3) 「世界とのつながりを考えよう」（地図編・イラスト編）で、「見方・考え

方」が設けられ、「歴史的な見方・考え方」を働かせ、世界の歴史の特色や

日本との関連を多面的・多角的に考え学習できるよう工夫が適切になされ

ている。 

(4) 「未来にむけて」のコラムで、持続可能な開発目標とのつながりを示し

たり先人の生活を豊かにする工夫や困難や共存、工夫を学ぶことでどのよ

うに現在につながり、よりよい社会の実現に向けて考える学習ができるよ

う配慮が適切になされている。 

(5) 見開きでのイラストや地図、大きめに掲載された資料、動画などの資料

が利用できるＱＲコンテンツを配置し、生徒の学びを深めることができる

よう工夫が大変適切になされている。 

(6) 毎時の目標「学習課題」に照らした「確認しよう」「説明しよう」という

振り返りの活動を設け、学んだことを自分の言葉でまとめる学習が進めら

れるように工夫が適切になされている。また、章末の「学習を振り返ろう」

では、「知識」「思考・判断・表現」「主体的な学び」を整理、まとめが出来

るよう配慮が適切になされている。 

４ 全体的な特色 ・人々の営みが大観できる大きなイラスト資料・イラスト地図を用意して、

時代の特色を視覚的に捉えられるように工夫が適切になされている。 

・「琉球とアイヌ民族」の歴史を古代から現代まで取り上げたり、特設ペー

ジやコラムで当時の社会を地域の視点から見たりすることで多面的・多角

的に日本の歴史を捉えようと工夫が適切になされている。 

-19-



調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
山川出版社(中学歴史 日本と世界 改訂版) 

１ 教科の目標からの

配慮 

・各単元が学習課題→本文→ステップアップによる振り返りという流れで統

一され、知識・技能を身に付けられる配慮がなされている。 

・各単元の学習課題、ステップアップ課題、図版に付した発問など、各所に

設けた発問を自ら考え、判断の力を身に付けられるように配慮がなされて

いる。 

・大きな紙面を利用して図版を大きく、みやすくし、発問によって、どこに

注目すべきかの示唆を与え、歴史への興味関心を呼ぶ工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き 2ページで１時間の授業として配列し、因果関係を重視した説明

でありながら、わかりやすい叙述になるように配慮がなされている。 

(2) 章のはじめの「日本と世界のできごとを上下に分けて示す帯年表」や「各

時代の世界」を地図とイラストで紹介するページを設け、生徒が視覚的に

流れをつかみ、生徒の関心・意欲を喚起する工夫がなされている。 

(3) 因果関係を重視した本文の記述や豊富な発問を通して生徒自らが関心を

持ち、主体的・対話的で深い学びができるように適切な配慮がなされてい

る。 

(4) 「身近な地域を調べよう」を設け、実際の中学生を想定した調査の順序、

注意事項を示し、生徒が比較や分類、根拠付けなどの見方・考え方を働か

せて学習できる適切な配慮がなされている。 

(5) 地図・グラフをはじめ、資料はカラーユニバーサルデザインを意識し、

色彩のみでなく、線種・記号などで差をつける工夫がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 基礎的・基本的な内容に加え、本文は因果関係を意識して記述され、単

元の適切な配列がなされている。 

(2) 見開き冒頭に学習課題を提示し、最後に学習内容を踏まえての問い「ス

テップアップ」が設けられ、連続的に追究できるように工夫がなされてい

る。 

(3) 「歴史へのアプローチ」では、時代を通した視点やグローバルな視点で

10テーマが取り上げられ、それぞれの社会的事象の関連や意味を多面的・

多角的に考察する力を高める適切な配慮がなされている。 

(4) SDGs17の目標のうち 10の目標について、本文や「歴史へのアプローチ」、

「地域からのアプローチ」で扱い、現代的な諸課題をテーマに学習を進め

られるように工夫がなされている。 

(5) 約 40カ所に二次元コードを設け、教科書掲載写真の拡大を見つつ教科書

に掲載されている発問に答えることや動画などを見て理解をより深める

学習展開ができるように工夫がなされている。 

(6) 各章の終末には「まとめ」が設けられ、社会的事象の時期や推移、類似

や分類などを意識した学習が進められるように配慮がなされている。 

４ 全体的な特色 ・豊富で多様な発問や因果関係を重視しており、生徒自らが考え、自分たち

の社会をつくる力を養うことができるように工夫がなされている。 

・世界の歴史に関する内容を充実させ、日本の歴史との関連や現在の国際情

勢との関連を意識しやすいように工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
日本文教出版（中学社会 歴史的分野） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・歴史的因果関係を資料と本文を関連付けて記述し、知識のみならず資料や

事実から読み解く技能を身に付ける表現するよう配慮がなされている。 

・まとめを自分の言葉で説明するページや活動を入れ、生徒の思考力、判断

力、表現力等を育めるよう配慮がなされている。 

・文章量が増えすぎないように資料や解説を適宜入れ、歴史全体を俯瞰し、生

徒が自ら学べるよう配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 学習内容を焦点化し、見開き 2 ページを 1 時間で学べるように平易な表

現で理解が深まるように工夫がなされている。 

(2) 導入のページで小学校の既習事項を年表や世界地図で想起し、興味・関

心・を喚起して学びが深まるよう工夫がなされている。 

(3) 生徒どうしの話し合いなど対話的な活動など協同的な学びを効果的に取

り入れられるものには「学び合い」のマークが付いている。 

(4) 「チャレンジ歴史」を設けて既習内容を生かし、新聞記事や写真、解説に

触れながら「社会的な見方・考え方」を働かせ、まとめを自らの言葉で表

現できるよう配慮が適切になされている。 

(5) 単元カラーを設定し、本文ページの右端に時代・世紀のスケールを設け、

現在学習している時代や世紀を常に確認できるよう工夫がなされている。

また、ユニバーサルデザインフォントやカラーユニバーサルデザイン、平

易な文章表現で生徒の読み取りに配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 「学習のはじめに」で、協働的な学びやＱＲコンテンツ内のイントロダク

ションムービーを利用して単元を貫く問いを立てたり、問いの答えを予想

したりすることで、学習の見通しがもてるよう工夫がなされている。 

(2) 前ページの「確認」でまとめられた点が次のページの内容と連続してお

り、推移や因果関係がとらえられるよう工夫がなされている。 

(3) 各章の終末の「まとめと振り返り」や「チャレンジ歴史」では、いくつか

のステップに分けた活動を提示することで、時代の特色や歴史的事象につ

いて構造的に学ぶことができるよう工夫が適切になされている。 

(4) 「先人に学ぶ」「各時代の女性」「歴史を掘り下げる」などのコーナーを設

けて、現代的な諸課題を理解し、課題を解決しようとする態度を育成できる

よう配慮がなされている。 

(5) 導入とまとめのページにそれぞれ年表と地図を配置し、生徒がこの時代

で学ぶことを時間軸と空間軸の両方で確認することができるよう工夫が適

切になされている。 

(6) 毎時間「確認」を示し各時代の終わりには「まとめとふり返り」を設け、

まとめを行う際の評価の観点が明確になるよう工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・歴史の学習を通して、現代的な諸課題を考えたり、よりよい未来を考えたり

することができるテーマが適切に設定されている。 

・見開き 2ページに一つ「見方・考え方」を設け、学習課題解決の手がかりと

なる主な「歴史的な見方・考え方」の例を適切に示している。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
自由社（新しい歴史教科書） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・各章末に「対話とまとめ図のページ」を設け、基礎、基本的な知識の定着を

図ることができるように配慮がなされている。 

・各章末に「調べ学習のページ」を設け、生徒の思考力、判断力、表現力等が

育成できるように配慮がなされている。 

・文章量が増えすぎないように資料や解説等を適宜入れ、歴史全体を俯瞰し、

生徒が主体的に学べるように配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き２ページを１時間の授業として展開し、解説および写真や図版の

説明を設け、生徒が理解しやすいように工夫がなされている。 

(2) 男女のキャラクターのセリフによって学習のポイントを示唆し、関心・

意欲を高めながら、追究できるように適切に工夫がなされている。 

(3) 「時代の特徴を考えるページ」では、作文、意見交換会などの学習活動

を提起し、学んだことを自分で構造化する活動を通して、意欲的な追究が

できるように工夫がなされている。 

(4) 巻末に「日本の歴史の特色は何か」というページを設け、６つの課題に

対して歴史的な見方・考え方を働かせて課題に取り組むことができるよう

に工夫がなされている。 

(5) 本文を補足し、発展させる資料や図版を配置したり、写真などの図版を

大きなサイズで掲載したりするなどして、適切に配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 生徒が課題意識をもてるような学習課題を設けるなどの配慮がなされて

いる。 

(2) 各章末の「まとめ図」と章の冒頭の「予告編」を繋げて掲載し、連続的

に学習が展開しやすいように配慮がなされている。 

(3) 「時代の特徴を考えるページ」では、さまざまな問題に取り組むことを

通して、歴史的な見方・考え方を働かせて多面的・多角的に学習が進めら

れるように工夫がなされている。 

(4) 「もっと知りたい」や「人物クローズアップ」、「外の目から見た日本」

などのコラムを設け、さまざまな人物や社会的事象について興味や関心が

向くように配慮がなされている。 

(5) 欄外に年表を置き、「モノサシ年表」でどの時代を学習しているのかが明

確に意識できるように工夫がなされている。 

(6) 各章末に「復習問題のページ」を設け、学習したことを振り返り、整理

することができるように配慮がなされている。 

４ 全体的な特色 ・キャラクターのセリフや学習課題が書かれているため学習することが明確

になり、主体的な学習になるように工夫がなされている。 

・各章の章末に四つの「ページ」を設け、生徒の意欲・関心を高めながら、単

元を振り返り、まとめができるように工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
育鵬社（新しい日本の歴史） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・それぞれの時代を大観することで、歴史の大きな流れを理解できるように

配慮がなされている。 

・「学習のまとめ」では、自分なりに歴史学習を振り返り、思考・判断・表現

の力が育成できるように配慮がなされている。 

・「歴史ビュー」では、多角的な視点からの見方を示し、主体的に追究できる

ように配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き２ページを１時間の授業として構成し、学習課題を明示して学習

内容の理解を深めることができるように工夫がなされている。 

(2) 「導入資料について考えるきっかけとなる問い」「導入資料」「学習課題」

「本文」「資料・コラム」を掲載し、主体的に学習を進められるように工

夫がなされている。 

(3) 「TRY!」のコーナーでは、グループでの対話的な学習活動を促し、話し

合ったり調べたりして思考を深められるように工夫がなされている。 

(4) 「学習のまとめ」では、各時代を年表で整理し、歴史的な見方・考え方

を働かせて、多面的・多角的にまとめられるように配慮がなされている。 

(5) 折れ線グラフは凡例を使用しないで図中に直接示したり、線種を変えた

り、地図は色分けしたり地紋を入れたりするなど、生徒が資料を読み取り

やすくなすように配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 各章の冒頭に「歴史絵巻」を設け、イラストやフキダシの問いで「鳥の

目」で歴史を大観する学習が展開しやすくなるように配慮がなされてい

る。 

(2) 序章に「歴史の流れと先人の活躍」を設け、小学校で学んだ歴史人物を

振り返ることで、中学校の学習へのスムーズな接続ができるように配慮が

なされている。 

(3) 「歴史ズームイン」「歴史ビュー」では、本文の内容に関連する情報や解

説が掲載され、多角的・多面的に歴史的な事象をとらえることができるよ

うに配慮がなされている。 

(4) 「人物クローズアップ」では、生命の有限性や自然の大切さを理解でき

るように工夫がなされている。 

(5) 図版資料に通し番号を付け、本文の対応する箇所に図番号を表示したり、

見開きで学習する時代や年代を示す年表を示したりして、見やすい構成に

なるように適切に配慮がなされている。 

(6) 見開きページの「探究」や章末の「学習のまとめ」、巻末の「歴史学習の

まとめ」には生徒が自分の考えを表現できるように工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・「日本の美の形」や「歴史絵巻」を設け、生徒が視覚的に興味や関心をも

って取り組めるように工夫がなされている。 

・歴史上の人物の活躍を紹介し、生き方や人間的魅力を学ぶことを通して、

道徳心を培うように工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
学び舎（ともに学ぶ 人間の歴史 中学社会 歴史的分野） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・「章をふりかえる」を設け、年表や地図を活用してできごとを関連させなが

ら基本的な知識の定着ができるようにしている。 

・「学習のまとめ」を設け、時代の特色と時代の転換をふりかえりながら大観

し、各時代の特色を多面的・多角的に思考できるように配慮されている。 

・歴史研究に基づく多様で興味深い歴史の事実を本文や図版に表すことで、

生徒が問いや疑問をもち主体的に学べるように配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 見開き２ページを１時間の授業として配列し、人々の営みから社会のし

くみに目を向けられるような工夫がなされている。 

(2) 指導的な立場の人物だけでなく、子どもや若者の生き方について取り上

げ、生徒の関心と共感を高めながら学習できるように工夫がなされてい

る。 

(3) 見開き 2ページの左上に大きな図版を配置し、観察してさまざまな発見

や疑問が生まれ、生徒自ら課題をもって学習ができるように工夫されてい

る。 

(4) 歴史の現場となった各地域の様相・できごとを具体的に記述し、地域の

視点から歴史を考えられるように工夫がなされている。地域の文化財や諸

資料を活用して、身近な地域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察し、

表現することができるように配慮がなされている。 

(5) 豊富な資料と記述を盛り込めるように A4判にし、色や線、マークなどを

見やすくするために歴史地図やグラフをカラーユニバーサルデザインに

するなどの工夫がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 人々の営みに目を向けて、基礎的・基本的な内容をつかみながら学習が

進められるように適切に配慮がなされている。 

(2) 部の冒頭に大きな時代を見渡した学習課題を設定し、章や 1時間の授業

の内容を、課題意識をもって追究できるように単元構成の工夫がなされて

いる。 

(3) 各部の「学習のまとめ」では、テーマに応じて学習したことを比較した

り関連させたりしながら対話し、考えが深められるように工夫がなされて

いる。 

(4) 男女平等や感染症、戦争、核兵器などの現代の課題をテーマに取り上げ、

歴史を今日の課題と結びつけ、よりよい社会の実現に向けて考えられるよ

う適切な配慮がなされている。 

(5) 多面的・多角的な思考を支える統計資料やグラフ、生徒の関心や興味を

引き出す大きく鮮明な図版などの工夫がなされている。 

(6) 各部の最後に「学習のまとめ」を設定し、時代の特色と時代の転換をふ

りかえりながら大観し、各時代の特色を多面的・多角的に考察して自分の

言葉で表現できるよう工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・歴史研究に基づく多様で興味深い事実を本文や図版に表し、それを基に生

徒が問いや疑問をもって主体的に学習が進められるように工夫がなされて

いる。 

・人類の営みを大切にし、その姿から感動を引き出し、主体的に社会の形成

に参画しようとする態度を培えるように工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
令和書籍（国史教科書 第 7 版） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・日本の歴史について知識や文献資料等豊富に記載されており、日本の歴史

について深く知識を学ぶことができる。 

・「考えよう」を追究することで、思考力、判断力、表現力の育成を図ること

ができる。 

・我が国の歴史に対する愛情を喚起し、歴史上の人物を尊重しようとする配

慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 日本の歴史について詳細に記載されている。歴史に興味・関心がある生

徒にとっては学習を深く追究できる内容になっている。 

(2) 注釈やコラムがたくさんあり、歴史的事象に関わる挿話を知ることがで

きる。生徒の関心・意欲を喚起する配慮がなされている。 

(3) 「ディベートをしてみよう」「ディスカッションをしよう」では議論の進

め方等が説明されており、対話的な学習を促す工夫がなされている。 

(4) 「展覧会に行こう」では調査の方法やまとめ方が示され、生徒が主体的・

対話的に学習が進められるように配慮がなされている。 

(5) 巻末資料では、地図資料や美術品がカラーで大きく印刷されており、さ

らに深く学ぶことができるよう配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 基本的な内容に加え、発展的な内容も多く記載されており、深く学びた

い生徒の学習意欲に応えられる内容になっている。 

(2) 日本の歴史の流れに沿って単元が構成されており、歴史上の推移や因果

関係を詳細に解説しており、歴史的事象のつながりを意識できるよう工夫

がなされている。 

(3) 歴史的事象に対して個々に課題が設定されており、生徒が主体的に学習

に取り組み、社会的な見方・考え方を深められる。また、「考えよう」によ

って社会的事象の特色や関連、意味を多角的に考える力を養うよう配慮さ

れている。 

(4) コラムにおいて、社会に見られる課題や歴史的事象に対して筆者の考え

が示されており、複数の立場や意見を選択・判断する力を養う配慮がなさ

れている。 

(5) 適所に厳選された資料が記載されており、生徒が「歴史的な見方・考え

方」を働かせたり、歴史的事象に対する理解を深めたりすることができる

よう配慮がなされている。 

(6) 各時代の「まとめ」のページでは、「政治」「文化」「外交」「産業」の四つ

の視点に対して問題や課題が設定されており、振り返りの際の視点が明確

になっている。 

４ 全体的な特色 ・我が国の歴史の流れを詳細に解説し、深い理解を通して我が国の歴史に対

する愛情や人間性の涵養を育む内容となっている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい社会 地図） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・世界や日本の諸地域の外観に役立つ自然、産業、人口等の主題図を設け、

基礎的・基本的な知識を習得できるように工夫されている。 

・テーマ資料では、地理的分野の探究課題に沿って学習する際に活用できる

資料が取り上げられたり、「ジャンプ」では、関連する資料を参照すること

ができたりするなど学習効果が高まるように適切な工夫がされている。 

・テーマ資料には SDGｓのロゴがつけられており、現代社会の諸課題を捉え、

解決に向けた態度を養えるように工夫されている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 学習内容に沿った分量の資料が掲載され、程度や範囲は学習指導要領に

示された内容を基に大変工夫して構成されている。 

(2) 世界や日本の諸地域に関連するテーマ資料が体裁よくまとめられてお

り、「Bee’s eye」に取り組むことで地図を活用しながら学習に取り組め

るように工夫されている。 

(3) Ａ４判と大きな地図帳で、写真やグラフを大きく掲載し、フラットデザ

イン、ユニバーサルデザインフォントを採用し、誰もが見やすく使いや

すい配慮がされている。 

(4) 世界や日本の様々なテーマ資料、地域の特色が分かる写真が掲載され、

それらを関連づけて思考を深めていけるよう配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 地理的分野の教科書の構成に準じた構成がされており、各種資料は、一

般図→各地域共通資料→各地域独自資料が掲載され、学習の展開に合わせ

た工夫がされている。 

(2) 各地域の資料、環境問題などテーマに沿った資料が豊富に掲載され、学

習内容と関連させて考察できるように適切に工夫されている。 

(3) SDGｓの一覧の掲載とその関連が示され、現代社会の諸課題についての資

料が豊富に掲載され、課題解決に向けた態度が養われるように適切に配慮

がされている。 

(4) 世界の生活・文化を示す写真や、土地活用の変化などを比較できる資料

が豊富に掲載されており、「Bee’s eye」に取り組むことでより地図を活

用しながら学習効果が高められるよう適切に工夫がされている。 

４ 全体的な特色 ・各種資料を大きく掲載し、色覚特性のある生徒にとって判別しやすい色使

いを採用して、生徒が読み取りやすいよう配慮がされている。 

・土地利用の変化を比較して思考を深められる資料が多く掲載され、デジタ

ルコンテンツを活用することで学習を深められるよう工夫されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
帝国書院（中学校社会科地図） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・世界や日本の地図、様々な統計資料、様々な視点からの資料を掲載するこ

とで、幅広い知識を身につけることができるように工夫されている。 

・「地図で発見！」で、地図や資料の活用例を示し、地形や歴史的背景といっ

た地域的特色について考えたり発表したりしやすいように適切な工夫がさ

れている。 

・様々な種類の地図や写真、イラスト、デジタルコンテンツ等を豊富に記載

することで、地域的特色に興味・関心をもって学習に取り組むことができ

るように適切な工夫がされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

(1) 地名や地域区分を見やすく示し、各国・各州の気候や衣食住の様子等を

イラストやグラフを適切に配置することで、地域的特色が読み取りやすい

ように大変適切に工夫がされている。 

(2) 様々な種類の地図や資料を掲載するとともに、「地図で発見！」で活用例

を示したり、関連のある分野を示したりすることで、多様な学習で活用で

きるように大変適切に工夫がされている。 

(3) 全体的に色使いが明るく、地図と統計資料は明確な区切り線で分けたり、

統計のページでは、数字の色分けや点線の区切りなどを用いたりして、見

やすいように大変適切に工夫がされている。 

(4) 統計資料には最新の値が掲載されており、また各分野の学習内容に合わ

せた統計グラフなどを掲載するなど、関連づけて思考を深めていけるよう

適切な工夫がされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための

工夫、「学びに向かう

力、人間性等の涵養」

のための工夫、関連

性・連続性、個に応じ

た学習、他者との協

働、まとめと評価 

(1) 世界の環境問題や伝統的な生活・文化などの資料とともに、地域によっ

て異なる産業の様子や、特色のある事象に沿って地図や資料が配置されて

おり、授業の展開に効果的に活用できるように、適切な工夫がされている。 

(2) どの地域も、地図の次のページに地域の特色を表す資料が示されて

おり、様々な視点の資料図を同じ縮尺で並べて掲載することで、関連

づけて地域的特色を考察できるよう大変適切な配慮がされている。 

(3) 地域ごとに日本との結びつきが地図やグラフなどを使った資料で示

されている。巻頭でSDGsについて特集し、世界情勢を反映させた拡大

地図や日本の防災・観光についての資料を掲載するなど、最新の社会

的事象や課題について、考えられるように適切な配慮がなされてい

る。 

(4) 地図ページの中には国旗や「地図活用」、中心地の拡大地図や特色を

表す写真など、地域の特色を一目で捉えられるよう工夫され、多様な

地図や資料を見開き２ページ内に収め、活用例を「地図で発見！」で

示し、日本の歴史に関する年表も掲載することで、分野を横断した学

習展開にも生かせるよう適切な工夫がされている。 

４ 全体的な特色 ・様々な資料図を同縮尺で掲載したり、イラストを豊富に利用した鳥観

図を掲載したり、デジタルコンテンツを充実させたりすることで、比

較したり関連付けたりしながら思考を広げられように大変適切な工夫

がされている。 

・地図帳を通して SDGs を考えられるよう 7 ページにわたり最新の世界情

勢を反映させた地図を掲載して、世界の諸課題に目を向けられるように

工夫がされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新しい科学） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・「見方・考え方」を働かせる場面では、具体的な指示がある。また、単元末

には「学習内容の整理」、「確かめ問題」、「活用」が設定され、個別の学びに

対応できるよう工夫されている。 

・生徒のつまずきが予想される単元には、「じっくり探究」を設定し、科学的

に探究するプロセスへ導くよう工夫されている。 

・単元の導入には「Before」を設定し、単元を貫く学習問題が設定されてい

る。単元末の「After」を考えることで、思考の変容が確認できるよう工夫

されている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) これまで学習した内容を「これまで学んだこと」と記し、記憶の想起を

促している。また、本単元で学習する内容を「〜で学ぶこと」とし、各発

達段階に応じて見通しをもって学習に向かえるよう配慮されている。 

(2) 身の回りにある事象を「問題発見レッツスタート」と設定し、これまで

の経験と目の前の事象との間にズレが生まれる場面を設定している。これ

により、自然と探究活動が進むように工夫されている。 

(3) 仮説や構想など対話を必要とする場面では、対話する挿絵を使って具体

的に会話内容を挙げ、生徒が対話活動に入りやすいような配慮がされてい

る。 

(4) 観察・実験のページには注意を喚起する文字とマークが付されており、

手順も動画で繰り返し確認できるため、正確かつ安全な観察・実験を進め

ることができるよう配慮されている。 

(5) １時間の授業が見開きで構成されており、挿絵なども適度に配置され見

やすく、ページの行き来が少ない工夫がされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 大きな単元の流れは、教材入手時期や実験道具の使用時期を配慮し、更

にその中で既習事項からの連続性や発展性が工夫されている。 

(2) 問題を科学的に解決する場面では、「問題発見」や「自分の考えをまとめ

よう」でキーワードをもとに自分の考えを整理し、探究活動を促進する工

夫がなされている。そのため、解決する課題が明確になり、鋭角的な追究

がしやすくなるよう工夫されている。 

(3) 各自が立案した仮説や予想をもとに、複数の方法から選択できる場面を

設けている。多くの QR コンテンツが入っているため、個々の考えをもっ

て観察・実験を行うことができ、更に探究の過程における対話例を掲載し、

協働的かつ主体的に学習する態度が育成されるよう工夫されている。 

(4) ポイントを朱書きにしたり QRコンテンツを該当箇所に入れたりして、観

察・実験をより安全に行えるよう工夫している。また、防災・被災教育へ

の対応も単元内に取り入れている。更に、「私たちの SDGs」など学習内容

に関連したコラムを豊富に設けるなど工夫されている。 

(5) 生徒の学びの発展性や連続性につながるよう配慮されている。 

(6) 教科書中の観察・実験に関する動画を使った CBT問題や学力定着と向上

を図るコンテンツを用意しており、学習した内容を復習し、観点別の評価

も行えるよう工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・生徒の興味を引く写真を多数掲載し、身近な現象を用いて探究・思考する

ことで、学びに向かう力を育むよう工夫されている。 

・各学年の基本概念が年間を通して明確に示されることで、３年間を通じて

段階的に必要な力をつけ、探究活動の深まりを実感できるよう工夫されて

いる。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
大日本図書（理科の世界） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・知識及び技能が身に付くように、観察・実験は適切な図や操作のポイント
を示す「コツ」マークや、例題や演習、単元末問題が配置されている。 

・見通しをもって探究し、考察する力を養えるように、観察・実験には「着
目点」や「結果から考えよう」を提示し、次ページには「結果の例」と
「結果から分かること」が配置されている。 

・探究心を養うように、各単元末にある「探究活動」や巻末の「自由研究に
チャレンジしよう！」では、学習内容に関連するテーマや探究の過程の例
が配置されている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

(1) つまずきやすそうな問題については「例題」を掲載し、順を追って解答

を導けるよう丁寧に説明している。また、繰り返し学習して定着を図り

たい箇所には「演習」が配置されている。 

(2) 学習の導入では身近な現象や物質が例として提示されており、身近な事

象から問題を見いだせるように配置されている。 

(3) 「話し合おう」や「私のレポート」を設定したり、対話的な学習が生ま

れる配慮がされたりしている。 

(4) 観察・実験では、「注意」マークや「コツ」マークで、留意事項や操作

のポイントを示している。また、すべての生徒が取り組みやすく、結果

を考察しやすいものが配置されている。 

(5) ユニバーサルデザインフォント、カラーユニバーサルデザインの観点に

よる色覚の多様性への配慮、吹き出し内の文章は文節で改行など、すべ

ての生徒に見やすい工夫がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 単元配列が、観察・実験に適した時期、学年によって扱う実験器具が重

ならないように配慮されている。 

(2) 観察・実験に「目的」「着目点」が明記されていることで、見通しをも

って学習を進められる。「比べる」「関係づける」「条件を考える」「多面

的に考える」等の科学的な考え方を促すような問いかけが配置されてい

る。 

(3) 「問題を見つけよう」「計画を立てよう」「結果から考えよう」「振り返

ろう」のマークや、観察・実験の「目的」「着目点」があることにより、

探究の過程に沿って主体的に学習が行えるよう配慮されている。 

(4) 「注意」マークや、マイクロスケール実験の手法を採用していること

で、安全や環境に配慮されている。 

(5) 場面に応じて写真と図を効果的に使い分け、内容をより理解しやすいよ

う配慮されている。 

(6) 基礎的・基本的な知識の定着や、思考力・判断力が身に付くよう「章末

問題」や単元末の「まとめ」、「単元末問題」が配置されている。 

４ 全体的な特色 ・資質・能力を育成するための探究の過程において各学年でとくに重視する

項目が明示され、生徒が探究の過程を意識し、見通しをもって主体的に探

究できるとともに、段階的に資質・能力を育む配慮がなされている。 

・ユニバーサルデザインの導入や全ての生徒が取り組みやすい観察・実験を

精選、「例題」や「章末問題」で生徒一人一人の歩幅に合わせた構成な

ど、誰にでも使いやすい教科書になるような配慮がなされている。 

・豊富な写真や、「くらしの中の理科」「Science Press」は、STEAMの各分

野と関連しており、実生活や実社会の事物・事象を理科の学習とつなげる

だけでなく、様々な角度から捉えて考えられるように配慮がなされてい

る。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
学校図書（中学校 科学） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・巻頭コラムでは、身近な生活の中で科学的な探究がどのように役立つか解
説されており、科学的に探究しようとする態度を養う配慮がなされてい
る。 

・「探究」の活動で、様々な仮説を検証するための「計画」や、実験結果を
分析するための「結果から考察する」場面が設けられ、科学的な思考力・
判断力を育成できるよう配慮がなされている。 

・単元末には、基本的な知識の確認や基本問題を解く活動があり、知識の確
実な定着を図る配慮がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

(1) 各単元のはじめに「ふり返ろう・つなげよう」で既習事項が示され、デジ

タル教科書の下学年へのページリンクにより復習できるようになっているこ

とで、これから学習する内容との連続性が意識できるよう配慮がなされてい

る。 

(2) 各探究のはじめに、生徒が解決したくなるような導入場面を親しみやす

いマンガで設け、実験・観察ごとに教科書左端に「気付き→課題→仮説

→計画→方法→結果→考察」の流れが分かりやすく示されることで、理

科の見方・考え方を働かせながら探究を進めていけるよう配慮がなされ

ている。 

(3) 仮説を設定し計画を立案する場面では、様々な生徒が多様な考えを出し

合う様子をふきだしで示すことで、対話的な学びができるよう配慮され

ている。 

(4) 実験方法の手順、結果例が大きく写真で示されており、注意事項は黄色

枠に赤字で大きく書かれていて安全配慮がしやすいよう工夫がなされて

いる。 

(5) 図やグラフを大きく掲載し、文字種や図の色などをユニバーサルデザイ

ンに配慮し、デジタル教科書による多言語、総ルビ・わかち書きへの対

応をすることで、全ての生徒にとって学びやすい工夫がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 単元の配列が、それぞれ実験・観察に適した時期になっており、学年に
よって必要な実験器具が重ならないよう配慮がなされている。 

(2) どのような「見方・考え方」を働かせていくのかを教科書の下部やコラ
ム「理路整然」で示すことで、問題を科学的に解決できるよう工夫がな
されている。 

(3) キャラクターによる話し合いで、科学的探究における主体的・対話的な学習
の流れを示すことで、主体的・対話的な学びが実現できるよう配慮がなされ
ている。 

(4) 観察実験の手順が実物写真で大きく示され、巻末の「基本操作」で事故
防止に留意した内容が記載されることで、安全面に配慮できる工夫がなさ
れている。 

(5) 各学年の終末に写真や話題が充実した「補充資料」があり、これにより
基本操作を何度も確認し、学んだことが更に深められるよう工夫がなされ
ている。 

(6) 各単元のはじめの「Can-Do Listできるようになりたい目標」で、その単元
で身につけたい知識・技能や科学的思考・判断・表現、学びに向かう姿勢が
示されることで、それを意識した学習が進められるよう工夫がなされてい
る。 

４ 全体的な特色 ・単元冒頭の見開きの美しい写真、QRコードからの実験動画や最新の科学

系ニュース、巻末の豊富な資料など、資料が多く掲載され、自然の事物・

現象への関心を高める配慮がなされている。 

・コラム「理路整然」では、どのように考えることが適切か、どのようにそ

の考えが日常に役立っているかなどの話題が豊富に記載され、探究の考え

方を知る・深めるための配慮がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
教育出版（自然の探究 中学理科） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・「要点チェック」「重要用語の整理」「基本問題」「活用問題」「学年末総合問

題」の５段階で、知識・技能の定着が図れるよう配慮されている。 

・「探究の進め方」に沿った指導が各単元に設定されており、科学的に探究し

ながら思考力・判断力・表現力が養われるよう配慮されている。 

・「疑問を見つける」から始まる学習や、「学習前の私・学習後の私」が各単元

に設定され、科学的に探究しようとする態度を養うよう配慮されている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 「これまでの学習」により、既習事項からの学習の連続性が図られるよ

う配慮されている。 

(2) 「ハローサイエンス」により生徒の生活経験や地域性と関連づけたり、

「考察する」により科学的な見方・考え方を働かせたりしながら探究でき

るよう配慮されている。 

(3) 各単元に「私のレポート」や「話し合おう」の場面が設定され、主体的・

対話的な探究ができるよう配慮されている。 

(4) 実験器具の取り扱いが「学びリンク」として QRコードで示され、注意を

喚起するマークは目立つ色とフォントで、安全性への配慮がなされてい

る。 

(5) UD フォントや UD カラーを使用し、また文字サイズは学年が上がるにつ

れて少しずつ小さくなるよう調整することで、全ての生徒にとって読みや

すいように配慮されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 単元配列が教材の入手時期や、観察・実験に適した時期になるよう、配

慮されている。 

(2) 課題設定や考察の場面で「生徒キャラクター」が科学的な見方・考え方

を働かせて議論する場面が設定され、生徒の科学的な見方・考え方を働か

せた学習活動になるよう配慮されている。 

(3) 考察の場面では「考えよう」の場面を設定し、生徒一人ひとりが自分の

考えを持つことの重要性に触れ、主体的な学習を促す配慮がされている。 

(4) 薬品を使用する場面では、マイクロスケール実験が積極的に採用されて

おり、安全面や自然環境への負荷が軽減されるよう工夫がなされている。 

(5) 大きな図や写真、「学びリンク」の QRコードにより資料性が高く、個に

応じた学習がしやすいよう配慮されている。 

(6) まとめの場面には「結論を示す」が設定され、生徒が学習を振り返り、

学習内容に関して自己評価しやすいよう配慮されている。 

４ 全体的な特色 ・「探究の進め方」に沿った学習活動が全ての単元で設定されており、生徒の

主体的に学習に取り組む態度や科学的な見方・考え方を継続的に育むこと

ができるよう配慮されている。 

・同じ問いについて考える場面が「学習前の私・学習後の私」として全ての

単元で設定されており、生徒が自己の科学的な見方・考え方の変容に気付

けるよう配慮されている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
啓林館（未来へひろがる サイエンス） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・例題や学習のまとめにより基礎的・基本的な知識の定着を図り、QRコンテ

ンツによって、基本的な技能の習得ができるような工夫がなされている。 

・課題解決の流れを繰り返し、作図やモデル図を描画しながら、探究的な学

習を行うことで、科学的な思考力や表現力をつける工夫がなされている。 

・ダイナミックな自然写真や、日常生活とつながる写真・資料を多く掲載す

ることで、探究心を高め、主体的に学習に取り組める工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 「つながる学び」を設け、既習事項を確認した上で、新たな学習に入る

ような配慮がなされている。また、「高校化学へ」などの発展的な内容も

掲載されており、高校理科につながるような配慮がなされている。 

(2) 各単元の「学ぶ前にトライ！」や各章の QRコンテンツ「はてなスイッチ」

で課題意識をもって学習に入ることができるように工夫がなされている。  

(3) 各単元に「探Ｑ実験」を設定し、「探Ｑシート」によって生徒の考えを書

き込み、主体的に話し合えるような工夫がなされている。また、「発表し

てみよう」が設けられ、対話的な学びが行われるように工夫がなされてい

る。 

(4) 安全に観察や実験を行うための注意を促すマークが設けられており、注

意点を朱書きで目立つようにする配慮がなされている。 

(5) 基本的な文字のフォントに UDフォントが使われており、他にも紙面の内

容が判断しやすい配色やデザインが用いられており、全体的に見やすさへ

の配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 柔軟に単元順序を組みかえられるよう、全学年で生命、地球、物質、エ

ネルギーとなっており、地域の気候特性などへの配慮がなされている。 

(2) キャラクターの発言に理科の見方・考え方のヒントが入っており、領域

ごとの特徴的な理科の見方で事象をとらえ、探究の過程で考え方をはたら

かせるように配慮がなされている。 

(3) 考えを比較したり、他者と協働して実験計画を立案したりする活動場面

を例示し、協働的な学びが実現するように工夫がなされている。また、授

業での活用を想定した QR コンテンツで、協働的な学びを促す工夫がなさ

れている。 

(4) ８種類の「安全マーク」によって注意が促され、安全への配慮がなされ

ている。また、少量の薬品を使うなど、環境への配慮がなされている。 

(5) 写真や図表が大きく配置されており、本文と合わせて読むことで、理解

が深まるような配慮がなされている。 

(6) 「Review振り返ろう」や「ふり返りシート」によって、基本事項の確認

や学習をふり返ることで、学びの深まりが実感できるよう工夫がなされて

いる。 

４ 全体的な特色 ・探究の流れをわかりやすく示し、見通しをもった主体的・対話的で深い学

びを通して、誰もが探究的に学べるように工夫がなされている。 

・導入の場面や追究の場面、そして学びをふり返る場面で、１人１台端末を

効果的に活用できる工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
東京書籍（新編 新しい保健体育） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・個人生活における健康、安全について、自他の経験や多様な学習活動、豊富

な補助資料を基に、知識及び技能を習得できるよう工夫がなされている。 

・「課題を見つけ解決に向かう学習」と「活用する・広げる」という活動の設

定により思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫がなされている。 

・小・中・高までの系統性を重視した構成や今日的な課題に対応した内容が配

置され、生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指す工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) １見開き１単位時間構成によって、心身の発達段階に応じた分量の学習内

容が学年ごとに配列されており、見通しのもてる適切な配慮がなされてい

る。 

(2) 豊富な資料や図表が掲載されたり、対話的な学習に導く発問が設けられた

りしていることで、生徒の興味・関心を引き出し、主体的・対話的な学習

ができる適切な工夫がなされている。 

(3) 体育分野や他教科との関連を示す内容が明記されていることや、学習内容

と実生活を関連させられるような時期に対応させる配慮がなされている。 

(4) 豊富な章末資料や巻末スキルブックが掲載され、学習用語の解説が分かり

やすく理解が深まるよう工夫がなされている。 

(5) 本文とキーワードの字体を分ける工夫や、ユニバーサルデザインフォント

の使用に加え、カラーユニバーサルデザインの使用によって可読性が高ま

り、全ての生徒にとって読みやすい配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 章の扉や QR コンテンツによって小学校での既習内容の振り返りや、高等

学校での学習内容が明記されており、中学校での学習内容の明確化と系統

化が図られている。 

(2) 学習内容と実生活が関連付けられるよう学習時期を想定した配列が適切

に配置されており、生徒が主体的に学習に取り組める工夫がなされている。 

(3) 学習内容を活用し、広げる学習活動が適切に設定されていることで、相互

に関わり合いながら活動に取り組める工夫がなされている。 

(4) 学習内容が自身の経験や運動体験につながる発問となるように設定され

ており、知識の重要性を実感できる配慮がなされている。 

(5) 文章教材の内容が深まるよう、適した位置に写真や図表が記載されてお

り、確かな知識及び技能の習得につながる配慮がなされている。 

(6) 章末問題が QR コンテンツにまとめられており、生徒が繰り返し学習状況

を確認することができる工夫がなされている。  

４ 全体的な特色 ・１ページに４つのステップが統一された配置となっており、生徒も教師も学

習の見通しが共有でき、主体的な学びとなるように工夫がなされている。 

・教育の ICT 化に対応した QR コンテンツが多数用意され、生徒が視覚的に学

習内容を捉え、学びの効果を高める工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
大日本図書（中学校保健体育） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・全ての学習内容において、「キーワード」で学習を振り、知識の定着を図る

ことができるよう工夫がなされている。 

・巻頭に「1時間の学習の流れ」や様々な学習活動の仕方が掲載され、課題解

決学習を通して、思考力、判断力、表現力等の育成を図る工夫がなされてい

る。 

・３年間の学習と日常生活や自己実現とのつながりが示され、見通しをもって

学ぶことができるよう工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動への

配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) １学年では、発達段階を考慮し、本文は区切りのよいところで改行し、読

みやすさへの配慮がなされている。 

(2) 導入部分での端的な問いかけ「つかもう」が提示され、身近な題材から興

味や関心を寄せて学習に取り組むことができるよう工夫がなされている。 

(3) 「活用して深めよう」のページが多く設けられ、学習したことを活用し、

学びを深め、今後の生活につなげていくことができるよう配慮がなされて

いる。また、教科内や他教科との系統的な学びのための「リンク」が掲載

され、教科横断的な学習が充実するよう配慮がなされている。 

(4) 用語を巻末の索引としてページ番号を掲載するのではなく、各章末では重

要語句や要点が再確認でき、学習内容の整理に役立つよう配慮がなされて

いる。 

(5) カラーユニバーサルデザインをふまえた色遣いで、誰にでも分かりやすい

紙面になるよう配慮がなされている。また、ユニバーサルデザインフォン

トを使用し、読みやすさへの配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 章扉では、学習指導要領に示された、小・中・高を通じた系統性のある学

習ができるように、小と高の関連する学習内容が示され、視覚的に理解し

やすいよう工夫がなされている。 

(2) 全学年で体育編、保健編の順に構成され、保健編は「健康な生活と病気の

予防」から配列されている。本文下の「リンク」が設けられ、単元相互の

関連を図ることができるよう工夫がなされている。 

(3) 各章に「学びを生かそう」のページが設けられ、保健体育の「見方・考え

方」をはたらかせて思考を深めることができるように配慮がなされている。

また、記入欄が広く設けられ、表現力を高められるよう工夫がなされてい

る。 

(4) 全ての本文左に生徒の興味や関心を高める話題や読み物を「トピックス」

として掲載し、学んだ知識を実生活と結び付けてより深められるよう配慮

がなされている。 

(5) １時間を見開きで構成し、左ページに本文、右ページに資料が分けて示さ

れ、学習に必要な図表、写真等が分かりやすくまとめられ、読み取りやす

い工夫がなされている。 

(6) 各章にデジタルコンテンツで「まとめ問題」が用意され、学習内容を整理

し、知識の定着を図れるように工夫されている。 

４ 全体的な特色 ・本文と資料を分けることで、本文部分に注意を向けられ、文章に集中しやす

く、また、参照すべき資料がまとまっているため、活動に集中しやすいよう

配慮がなされている。 

・実習で使いやすい折り込み資料は、教科書を広げて全体を確認しながら進め

ることができるよう工夫されている。また、デジタルコンテンツで動画視聴

し実習ができるよう工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
大修館書店（最新 中学校保健体育） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・私たちの生活との関連を示しながら、科学的な根拠に基づいて正確に記述さ

れた豊富な資料と３つの学習活動を通して、基礎的・基本的な知識及び技能

の定着ができるよう工夫がなされている。 

・学んだ知識をもとにして考え判断したり、まとめを発表したりする活動を設

定し、思考力、判断力、表現力等の育成を図る工夫がなされている。 

・小・中・高の学習内容を明記し、これまでの学習の振り返りや今後の学習の

見通しに対し興味・関心をもって学習に臨めるよう工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動への

配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) すべての学習項目が１見開き１単位時間の構成でまとめられており、見通

しをもって、指導・学習できるよう配慮がなされている。 

(2) 特集資料を設け、仲間と話し合い、互いの考えを共有したり、思考を広げ

たりする対話的な学びができるよう工夫がなされている。 

(3) 単元や他教科との関連が示されていて、教科横断的な学習ができるよう配

慮がなされている。 

(4) 本時の学習課題を示したり、学習の要点や重要な概念を見出しに掲げたり

することで、学ぶべき内容や要点がつかめるように工夫がなされている。 

(5) イラストや写真の配置、マークや囲みのデザインなどの妥当性を検証した

り、さまざまな色覚の特性に対応した図やグラフを採用したりするなどの

配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) すべての章とびらで小学校及び高等学校の学習内容が明記され、小・中・

高の学習内容の系統化が図られるよう工夫がなされている。 

(2) 両分野に関する内容を扱う場合には、「体育の窓」「保健の窓」マークを設

け、関連を図った学習が充実できるよう工夫がなされている。 

(3) 「学習のまとめ」では、多様な表現活動を掲示し、言語活動やグループな

どでの対話など、学習内容の特徴に合わせた活動の工夫がなされている。 

(4) 学んだことを社会や生活に広げたり、深めたりすることができる特集資料

を設け、章末問題を掲載するなどの配慮がなされている。 

(5) さし絵、写真、図表等から自分や仲間の生活を考えたり、比較をしたりす

ることができる。また、実習ではイラストや写真を参考にして習得できる

よう工夫がなされている。 

(6) 章末には３観点の問題を設け、学んだ知識の定着や振り返りができ、教科

の観点が明確になるように工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・保健体育の見方・考え方を働かせ、課題を見つけ、その解決を進め、深めて

いく学習となるよう巻頭・巻末資料や特集資料の工夫がなされている。 

・３ステップのシンプルな学習過程で構成され、見通しをもって主体的に学習

が進められるよう工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
Gakken（新・中学保健体育） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・内容を「学習の課題」で明示し、中間や終末に実践的な課題を取り入れ、知

識及び技能を実践的に理解し、習得するための工夫がなされている。 

・対話的かつ協働的に取り組む課題や、学びを生かして資料から考える課題を

通して、思考力、判断力、表現力等の育成を図る工夫がなされている。 

・事例を用いた「課題の発見」→「課題の解決」→「学びの活用」の構成によ

り、見方・考え方を働かせ、主体的に学びに向かう工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動への

配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) イラストや写真、図表が多く配置され、学習内容や学習課題への興味・関

心を高め、理解を深めるための適切な配慮がなされている。 

(2) 巻頭には「さまざまな学習方法」が示され、各章末の「探究しようよ」に

は探究課題が設定されており、生徒の学習経験や興味・関心に応じ、探究

的な学習に主体的・対話的に取り組むための適切な工夫がなされている。 

(3) 「課題の発見」「学びの活用」でより身近な場面を考えることができ、ま

た、各自治体の写真や関係機関の資料、「章デジ」に外部リンクを示し、生

活等との関連を捉えながら学習できる適切な配慮がなされている。 

(4) マークや吹き出しにより、内容理解や課題を明確にしながら学習できる工

夫がなされている。 

(5) 特別支援教育の観点からレイアウトや図の配色が工夫され、ユニバーサル

デザインフォントを使用し、読みやすいように配慮がなされている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

 

(1) 章の扉では、写真や資料からイメージを持ち、小・中・高の系統性と学習

内容を確かめ、見通しをもって学びに向かうための工夫がなされている。 

(2) 「キーワードで見る保健体育の学習内容」には見開きの表により、体育実

技・各教科との関連を捉えることができる適切な工夫がなされている。 

(3) 多様な学習方法と探究課題、課題に応じて働かせる見方・考え方が示され、

「課題の解決」「学びの活用」「探究しようよ」は、主体的に、相互に関わ

り合いながら活動に取り組める適切な工夫がなされている。 

(4) 学んだ知識の内容を深める「学びの活用」「コラム」が設けられ、章のま

とめにはキーワードや確認問題によって知識を確認できるように配慮がな

されている。 

(5) 写真、図表には出典等が明記され、語句や課題には関連したさし絵や写真

を掲載するなど、内容をより理解するための工夫がなされている。 

(6) 章のまとめには、内容に応じた観点別自己評価、生活への活用の記述によ

り、評価の観点を明確にして振り返ることができる工夫がなされている。 

４ 全体的な特色 ・単元の導入から学習課題の明確化、中間の「課題の解決」、終末の「学びの

活用」までの学習の流れが一貫しており、探究課題も多く示され、生徒が主

体的に自ら考え、探究的に学習を進めることができる工夫がなされている。 

・相互に関わり合いながら、対話的かつ協働的な学習となるように「課題の解

決」「学びの活用」「実習」「探究しようよ」の課題の工夫がなされている。 
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調査研究結果報告書（選定理由書） 

       発行者名 

採択基準 
光村図書（きみがいちばんひかるとき） 

１ 教科の目標からの

配慮 

・学習のてびきに「つなげよう」という、他教科や日常生活等につなげる呼び

かけが設けられ、深めたいテーマにつながるような配慮がなされている。 

・道徳的な問題を明らかにし、道徳的価値に迫れる問いが多く設けられ自分事

として学びのテーマに迫れる工夫がなされている。 

２ 生徒の学習活動へ

の配慮 

 ○内容の程度 

 ○学習活動への誘意

性 

 

本文、見出し、設 

問、提示文等の表 

現、さし絵、写真、 

図表、配色、フォ 

ント、コントラス 

ト、レイアウト等 

 

(1) 生徒の成長に寄り添うようなテーマをもったユニットで構成され、また

ユニット毎に題材が独立しているのでなく、関わり合い、テーマに向かっ

て考えられる構成の工夫が大変適切に配置されている。 

(2) 生徒がこの題材を通して何を学ぶのか「考えよう」にテーマが示されてい

たり、課題設定の場面では中心となる発問や関連する２つの問いが設定さ

れていたりと生徒が授業の見通しをもちやすい配慮がなされている。 

(3) 自分事として捉えられるような、日常生活にありがちな場面を教材化し、

問題解決の道筋を分かりやすく視覚化して、読み取るだけでなく友達との

対話を通して解決していくことができる教材が用意されている。 

(4) 「演じて考えよう」「まなびをプラス」など、読むだけでなく役割演技を

して、考えを広げ深める教材が適切に配置されている。 

(5) 本文や教材は縦組み、「問い」やさらに深めたいテーマに「つなげる」部

分は横組みとして、一目で区別できるような配慮がなされている。 

(6) 内容項目が、形と色で判別できやすい異なったデザインのハートマーク

と色の違いで適切に示されている。また、教材末には他教科との関連がわ

かるマークが適切に示されている。 

３ 学習指導への配慮 

 ○単元・題材の配列 

 ○内容の扱い 

 

「知識及び技能の習 

得」のための工夫、「思 

考力、判断力、表現力

等の育成」のための工

夫、「学びに向かう力、

人間性等の涵養」のた

めの工夫、関連性・連

続性、個に応じた学

習、他者との協働、ま

とめと評価 

(1) 内容項目が生徒の発達の段階に合わせたユニットで構成され、また目次

にユニット毎のテーマが示されており、生徒の成長に沿ってどの題材を選

ぶか、すぐに分かる適切な配慮がなされている。 

(2) 題材の他に、協働的に話し合って答えを求める教材が配置されており、教

師が創意工夫して授業を組み立てられるような配慮がなされている。 

(3) 「考えよう」という中心発問と「見方を変えて」という切り口を変えた問

いが設けられ、多面的・多角的な見方や考え方ができるように大変適切に

配慮されている。 

(4) 中心発問の場面、道徳的な問題が起こっている場面にイメージ化できる

挿絵が挿入されており、教材内容の理解を手助けする工夫がなされている。 

(5) 巻末にある「まなびの記録」は、授業ごと自分の考えを簡潔に書き留めて

おけるページが１枚のシートにまとめられており、1 年間の自分の成長が

見やすく実感しやすい工夫が大変適切になされている。 

４ 全体的な特色 ・どの学年にも、共に生きるために大切な「人権」に関わる教材とコラムのユ

ニットが設けられており、３年間を通して人権に対する知識と考え方を学

び、感性が高められるような教材の配列が大変適切に配置されている。 

・まず道徳では何を学んでいくのかを明確にし、自ら「問い」をもち自分事と

して探究し、学んだ道徳的価値を他者と協働しながら、実感できる全体構成

になっている。 
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